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世界で活躍する女性たちに学ぶ

― 女性消防官の未来とキャリアの可能性 ―

相模女子大学 人間社会学部 地域クリエーション学科

教授 小泉 京美

経験 つながり 次の可能性
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導入

今日、最初に共有したいこと

JFFW 2026 | 小泉 京美

キャリアは、上を目指すだけではありません。

自分の経験を生かし、専門性を育て、
人とつながりながら、これからの選択肢を広げていくことです。

「女性がもっと頑張る」ではなく、
力を発揮できる条件を一緒に考えます。

今日の主役は、皆さん一人ひとりです。
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1983年 日本航空(株) 入社
・国際・国内専任客室乗務員
・カンタス航空・ヴァリグブラジル航空との共同運航便乗務
・ＶＩＰフライト 『小泉首相APEC会議特別便乗務』

2010年日本航空退社
相模女子大学 学芸学部英語文化コミュニケーション学科（講師）
立教大学経営学研究科博士課程後期（2017年満期退学）
・観光ビジネス領域・キャリア教育

自己紹介

小泉 京美
Kyomi Koizumi

小泉 京美

1996年～98年 2008年～2010年 （株）JALWAYS 出向
・タイ人乗務員客室訓練教官として タイ駐在

2006年～2008年 立教ビジネスデザイン研究科入学
・修士課程 MBA（経営管理）取得

2018年 相模女子大学 教授
・女性のためのリーダーシップ リカレント講座

2026年 相模女子大学 地域クリエーション学科移籍
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夢を見るものではなく
叶えるもの
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座右の銘



01 導入・自己紹介

仕事以外の経験も、キャリアにつながる
― 挑戦する力・続ける力・人とつながる力 ―

My Hobby

和太鼓

集中力

チームワーク

Olympic 
Torchbearer
聖火ランナーに
選出

挑戦

社会とのつながり

経験は、仕事の外にもある。
そこから育つ力が、次のキャリアを支える。

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美 Self Introduction 05



02 経験からひらく、これからのキャリア
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自分の経験からのキャリアを考える

01

経験の価値

02

可能性と支援

03

小さな一歩

経験の価値に気づく → 可能性を広げる → 次の一歩を選ぶ

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美
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02 経験からひらく、これからのキャリア



経験は、次の行動をつくる

JALでの実務経験から、大学教育・研究へ

01 日常の訓練が、
非常時の行動
になる

02 安全・サービス
の経験は、
大学でも生きて
いる

03 実務経験は、
教育者・研究者
としての強みに
なる

⚑
経験は、役割が変わっても、

次の行動と支援の質を高めてくれる。
JFFW 2026 ｜ 小泉 京美
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02 経験からひらく、これからのキャリア



01

経験の価値

02

可能性と支援

03

小さな一歩

経験の価値に気づく → 可能性を広げる → 次の一歩を選ぶ

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美
13

02 経験からひらく、これからのキャリア

自分の経験からの学び



1996年～1998年
2008 年～2010年

教える面白さを
知った教官時代
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02 経験からひらく、これからのキャリア



可能性と支援

異文化・組織理解・人間関係づくりから得た学び

JALWAYS時代が大きな転機

01

異文化の中で、
自分の立場と
意見を持つ

02

小さな組織で、
全体を見る視点を得る

03

人とのつながりが、
次のステップを支える

異文化の中で立つ → 全体を見る → 人とのつながりを育てる
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02 経験からひらく、これからのキャリア



01

経験の価値

02

可能性と支援

03

小さな一歩

経験の価値に気づく → 可能性を広げる → 次の一歩を選ぶ

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美
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02 経験からひらく、これからのキャリア

自分の経験からの学び



社会人大学院への挑戦

働きながら学び、MBAを取得

多様な社会人との出会いと交流

実務に結びつく多くの学び

MBA取得という新たな挑戦

社会人としての学びが、人とのつながりと知見を広げ、キャリアの可能性を拓いた。
JFFW 2026 | 小泉 京美 17

02 経験からひらく、これからのキャリア



JFFW 2026 | 小泉 京美

キャリアは一人で作るものではない
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02 経験からひらく、これからのキャリア



JFFW 2026 | 小泉 京美

組織が変わるということ
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03 組織が変わるということ
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04 日本の現状を数字で見る



日本航空スチュワード第１期生
（1954年2月2日）。

日本の客室乗務員の歴史

日本航空スチュワーデス第１期生
（1951年10月25日）

03 組織が変わるということ

20
出典：JALホームページ日本航空の歴史より



03 組織が変わるということ

女性が責任ある役割を担うまでには、先輩たちの積み重ねがありました
。

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美 JALの歴史から考える、組織とキャリアの変化
出典：JALホームページ日本航空の歴史より 21

3 組織が変わるということ



03 組織が変わるということ

JAL客室乗務員の歴史から見る、制度と意識の変化

先輩たちの交渉と歩みが、働き続ける道を広げた

1

～1976年

30歳定年
“腰掛け”と

見られた時代

2 3

1974年

結婚退職制度
撤廃

4

1979年

5

今の一歩が、次の世代の「当たり前」をつくる。

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美 JALの歴史から考える、組織とキャリアの変化
22

1977年

40歳定年延長
60歳まで

乗務可能に

1980年

60歳定年へ
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03 組織が変わるということ
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日本の現状を数字で見る
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04 日本の現状を数字で見る



日本のジェンダーギャップ指数 2025
World Economic Forum「Global Gender Gap Report 2025」より

世界順位

148か国中 118 位

GGIスコア 0.666

格差解消率 66.6%

4分野別の順位

政治
125位

経済
112位

教育
66位

健康
68位

GGIとは？

経済・教育・健康・政治の4分野で、男女格
差を0〜1で示す指数。
1に近いほど、男女格差が小さいことを示
します。

日本の世界順位の推移

読み取りポイント

日本は2024年と同じ118位。4分野では「政治」「経済」の順位が低く、
教育・健康は相対的に上位です。

出所：World Economic Forum, Global Gender Gap Report 2025（2025年6月11日公表）

04 日本の現状を数字で見る
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04 日本の現状を数字で見る

女性管理職の国際比較（日本の現状）
就業者・管理的職業従事者に占める女性の割合

日本の現状 2025年

就業者に占める女性

45.8%

管理的職業従事者

14.4%

働く人は約半数。
管理的な立場では約7人に1人。

就業者 管理的職業従事者 単位：％

45.8%

46.2%

47.7%

47.1%

48.8%

47.5%

14.4%

38.0%

40.1%

42.7%

39.5%

44.4%

0 10 20 30 40 50 60

日本

タイ

シンガポール

アメリカ

フランス

スウェーデン

「経験や専門性を生かす機会やそれを支える環境」へ。

出典：内閣府『令和8年版 男女共同参画白書』1−15図／タイ：JILPT『データブック国際労働比較2026』図3−3・第3−6表。

統計年：日本・アメリカは2025年、その他は2024年。

注：国により定義が異なる参考比較。日本は総務省分類、タイはISCO-08分類。消防組織だけの統計ではありません。

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美
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JFFW 2026 | 小泉 京美

世界で活躍する女性たち
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05 世界で活躍する女性たちから学ぶ



法華津 嘉世 氏

元 東芝アジア・パシフィック・タイ社 社長

写真

経 歴

（株）東芝 グローバル事業に従事

2020年 営業推進部 グローバル事業推進部

第二担当（欧米・中東アフリカ） シニアマネージャー

2021年 東芝アジア・パシフィック・タイ社 社長
盤谷日本人商工会議所 副会頭

（2024年10月帰任、同11月 東芝退職）

2025年 アズビル株式会社 国際事業推進本部
国際事業管理部 ジェネラル・マネージャー

2026年 アズビル株式会社 グローバル統括本部
海外事業管理部 ジェネラルマネージャー

海外事業の実務から、現地法人の経営へ ― グローバルに活躍する女性リーダー
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０4 世界で働く女性たちから学ぶ
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05 世界で活躍する女性たちから学ぶ
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05 世界で活躍する女性たちから学ぶ

世界で活躍する女性たちから学ぶ３つのキーワード

専門性

「何が出来る人になりた
いか」を明確にし、
専門性を磨く

支援

一人で全部を抱えない

挑戦

準備と経験の中で
自信を育てる

職場や外部環境の優劣ではなく、自分の可能性を広げるために

JFFW 2026 ｜ 小泉 京美

38



「無理かもしれない」の次に、問いを足す

JFFW 2026 | 小泉 京美

「自分には、
まだ無理かもしれない」

→ 何を学び、
どんな経験を積めば

近づけるだろう？

必要な資格・訓練・選考・安全要件を確認しながら考えませんか？
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05 世界で活躍する女性たちから学ぶ



マーク・L・サビカス
キャリア構成理論（Career Construction Theory）の提唱者

Mark L. Savickas

PROFILE

アメリカ出身
ケント州立大学（Kent State University）で心理学を専攻、博士号取得

CAREER

ケント州立大学 教授
キャリア心理学・カウンセリングを指導
国際キャリア開発学会（IAEVG）会長を歴任

21世紀のキャリア理論
「適応する力」に注目したキャリア構成理論

変化の時代に、経験を踏まえて自らのキャリアを構成していく。
JFFW 2026 ｜ 小泉 京美 41

06 未来をつくる「キャリア適応力4C」



未来をつくる「4つの力＝キャリア適応力」

Concern

自分のキャリアの将来について関心を持ち、
必要なスキルを習得する

統制 Control

周囲と相談しながら、自分で選べること、
働きかけられることから動く。

関心

Curiosity

常に好奇心を持ち、どんな変化にも対応できる
よう、新しい知識を積極的に吸収する

自信 Confidence

環境が変わっても、
自分の志を追求できるという自信を育てる

変化に対応しながら、自らのキャリアをつくっていくための「4つの力＝キャリア適応力」

JFFW 2026｜小泉 京美 理論：Savickas（2012）をもとに作成

好奇心
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06 未来をつくる「キャリア適応力4C」



「適応」は、
理不尽に耐えることではありません。

自分を大切にしながら、必要な支援を得て、
これからの道を組み立てる。

組織の責任や、適切な相談先を確保しておこう。

JFFW 2026 | 小泉 京美
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06 未来をつくる「キャリア適応力4C」



キャリア適応力4Cを「消防官としての行動」に変える

JFFW 2026｜小泉 京美

Concern｜関心

これからの自分を考える

Control｜統制

自分から動く

Curiosity｜好奇心

経験を広げる

Confidence｜自信

経験を力に変える

4Cのバランスや組合わせで、次の行動につながる力にしよう！
44

07 消防官としての行動とキャリアの可能性



キャリア適応力4Cを「消防官としての行動」に変える

JFFW 2026｜小泉 京美

Concern｜関心

これからの自分を考える

5年後・10年後、どんな消防官でありたいか
。
。

Control｜統制

自分から動く
必要な資格や研修に挑戦する
自分の意思でキャリアを選択する

Curiosity｜好奇心

経験を広げる
他分野・他部署の仕事を知る。
異なる職種や地域、外部の人とも関わり

Confidence｜自信

経験を力に変える
現場経験・訓練・失敗・後輩指導を振り返り、
次の挑戦につなげる

4Cのバランスや組合わせで、次の行動につながる力にしよう！
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あなたは、どの4Cをもう少し使ってみたいですか？

JFFW 2026｜小泉 京美

C

関心

これからの
自分を考える

C

統制

自分から動く

C

好奇心

経験を広げる

C

自信

経験を力に
変える

今の自分に必要な力を一つ選び、明日からできる「小さな一歩」を考えてみる。

キャリアは、日々の選択と行動の積み重ねでつくられる
46
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自分の次の一歩を、三つの問で考える

JFFW 2026｜小泉 京美

1
これから大切にしたいこと

仕事・専門性・暮らし・家族・自分らしさ など

2 これまで育ててきた自分の力
経験の中で身につけてきたこと。人との関わりの中で培ってきたこと

3 一か月以内にやってみる一歩
小さくても、実際にできる行動を一つ。そして、その一歩を相談したい相手を一人

手元の紙に、自由にメモしてください。（発表・提出は求めません。）
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08 まとめ「私の第一歩」



Planned Happenstance Theory
(計画された偶発性理論）

「個人のキャリアの8割は予想さえれない
偶発的なことによって決定される」

現代は、変化が速く予測困難な社会
（VUCA時代）であり、計画通りにキャリア
を築くのは難しい。

➡ 計画だけに頼らず、偶発的な出会いや
出来事に柔軟に対応する力が重要となる。

46

スタンフォード大学ジョン・D・クランボルツ教授



大きな決意より、具体的な一歩を

JFFW 2026｜小泉 京美

いつまでに、誰に、何を伝える？

何を相談する？

学びたいことを一つ。
相談したい相手を一人。

そこから、次の一歩は始まります。
48
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市民の命と暮らしを守る皆さんだからこそ、
皆さん自身の人生も、

大切にしていただきたい。

キャリアは、一人でつくるものではない。

参考：消防庁「女性消防吏員の活躍推進」／消防庁女性活躍ガイドブック／Savickas & Porfeli（2012）／SCDF（2025）

JFFW2026｜小泉 京美

49

08 まとめ「私の第一歩」
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